
 

バ
イ
オ
マ
ス
プ
ラ
が
求
め
ら
れ
る
時
代 

 

先
日
、
視
察
先
の
県
工
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
取
組
み
の
中

で
、
重
要
性
を
感
じ
た
の
は
竹
を
活
か
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

製
品
を
企
業
と
共
に
県
が
開
発
し
、
県
内
に
生
産
拠
点
が
整

備
さ
れ
る
動
き
に
な
っ
て
い
る
事
で
す
。 

 

環
境
省
は
２
０
２
２
年
４
月
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
の
資
源

循
環
を
進
め
る
法
律
を
ス
タ
ー
ト
さ
せ
ま
し
た
。 

 

２
０
３
０
年
ま
で
に
有
機
資
源
由
来
の
「
バ
イ
オ
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
」
製
品
を
開
発
、
２
０
０
万
ト
ン
市
場
を
目
指
す
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
２
０
３
５
年
ま
で
に
使
用
済
み
プ
ラ
ス
チ

ッ
ク
を
１
０
０
％
リ
ユ
ー
ス
、
リ
サ
イ
ク
ル
を
目
指
す
と
し

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
に
替
わ
る
材
と
し
て
、

竹
に
光
が
当
た
る
意
義
は
大
き
い
と
思
い
ま
す
。 

山
の
荒
廃
や
災
害
が
心
配
さ
れ
る
中
で
、
竹
が
捨
て
ら
れ

る
物
か
ら
環
境
に
活
き
る
材
、
売
れ
る
材
へ
、
価
値
が
高
ま
る

事
は
中
山
間
で
の
仕
事
づ
く
り
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。 

竹
切
り
職
人
、
県
内
で
わ
ず
か
数
人 

県
内
で
竹
を
切
り
生
活
し
て
い
る
職
人
は
３
人
で
、
そ
の

内
の
一
人
が
暮
す
、
高
知
市
の
北
部
を
若
者
た
ち
と
訪
ね
て

き
ま
し
た
。
後
継
者
が
い
な
い
竹
林
整
備
の
現
実
は
厳
し
く

職
人
さ
ん
は
「
売
れ
る
竹
に
な
る
事
は
重
要
」
と
竹
林
を 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

案
内
し
て
く
れ 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

ま
し
た
。 

ま
た
、
竹
炭
は 

土
壌
改
良
材
や 

Ｃ
Ｏ
２
の
土
壌 

へ
の
固
定
に
も 

有
効
と
デ
ー
タ 

で
も
示
さ
れ
て 

お
り
竹
炭
作
り 

が
山
で
暮
ら
す 

基
盤
の
ひ
と
つ 

に
な
る
の
で
は 

と
期
待
し
ま
す
。 

  

 

地
域
を
支
え
る
仕
事
に
補
助
金 

こ
の
制
度
は
、
県
内
の
地
域
課
題
を
解
決
す

る「
社
会
的
事
業
」に
対
し
て
、
経
費
の
２
分
の
１

を
区
分
に
よ
り
ま
す
が
、
上
限
額
１
０
０
万
円
～

２
０
０
万
円
の
支
援
を
す
る
も
の
で
す
。 

 

補
助
金
は
人
件
費
、
原
材
料
、
備
品
購
入
、
印

刷
製
本
、
賃
借
料
、
修
繕
費
な
ど
使
え
ま
す
。 

対
象
は
新
た
に
起
業
す
る
方
、
事
業
継
承
、

第
二
創
業
（チ
ャ
レ
ン
ジ
）を
目
指
す
方
で
す
。 

社
会
的
事
業
と
は
、
買
い
物
弱
者
へ
の
支
援
、

子
育
て
支
援
、
ま
ち
づ
く
り
推
進
、
地
域
活
性

化
、
社
会
教
育
な
ど
と
さ
れ
て
い
ま
す
。 

第
２
公
募
６
月
１
日
～
７
月
３
０
日 

第
３
公
募
８
月
１
日
～
９
月
３
０
日 

問
い
合
わ
せ
先 

高
知
県
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
課 

☎
０
８
８‐

８
２
３‐

９
７
８
１ 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
  

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 
 

－
－ －

お元気ですか 
 

 

県内の中山間を視察中、アナグマ親子を発見！写真に

撮ることができた。掘った巣穴をタヌキなど他の動物も

利用する。ことわざ「同じ穴のむじな」の由縁でもある。

ムジナとは、タヌキやアナグマ、ハクビシンなどを言う。 

主に悪い意味での「同類」「同根」の例えにされてきた

が、最近では自民党の裏金問題への見解を聞かれた公明

党の山口代表が「同じ穴のむじなとは思われたくない」

と発言した。それを聞いた市民から「連立政権をやめん

がは同じ穴のむじなよ」とピシャリ。さらに与党を指し

「どっちがタヌキで、どっちがアナグマか！」との怒り

も聞く。本物のアナグマもタヌキも可愛いのに酷い政治

の例えにされて、可哀そうに思う。偶然なのか、 

オーテピア図書館・みらい科学館の展示コーナーには、

はく製のタヌキとアナグマが並んで展示されていた。 

巣穴が同じだけてなく、体もよく似て 

いて、目の周りの模様が少し違うだけ。 

展示中のアナグマから「あーやれやれ、 

また来てください」と聞こえてきそう。 

おたまじゃくし

無料 生活・法律相談会 

７月２１日 午前 10時～12時 
新屋敷事務所 皿田幸憲・弁護士 

７月２４日 午後 18時～20時 
 あぞの事務所 南拓人・弁護士 
＊あぞの予約先：０９０－１１７１－４１５６ 

６月議会開会 母校応援ふるさと納税 動物愛護センター整備関連予算案審議 

竹の市場価値向上へ 県、55％竹含有プラスチック開発 

お困りごと解決へ、アイデアを形にしよう 

“地域課題解決起業支援補助金” 


